
様式３ 実践事例 

大崎町立大崎中学校 第１学年 

【授業実践のポイント】 

① 内容項目に迫るための中心発問の工夫 

② 議論を広げたり，深めたりするための補助発問の工夫 

③ 生徒が思考を深めるための活動の工夫 

 

１ 主題名  

よりよい社会のために［Ｃ 社会参画，公共の精神］ 

 ⑴ 教材名  

あったほうがいい？（出典 日本文教出版「中学道徳 あすを生きる１」） 

⑵ 本時のねらい  

一人一人が社会の一員として，人任せにせず社会全体の利益を考えることで，過ごしや

すい社会になることに気付き，よりよい社会の実現に努めようとする態度を育てる。 

 

２ 授業の展開 

展開 学 習 活 動 
主な発問と予想される
生徒の反応 

形態 
時間(分) 

指導上の留意点 

導
入 

 
 
意
識
化 

１ アンケートの結
果を確認し，本時
の課題を知る。 

 
２  学習のめあてを
確認する。 

 
 
 

○ 学校生活の場で，皆
さんがお互いに困って
いることはどのような
ことでしょうか。 

 
 
 
 
 

一斉 
２ 

 
 
 
 
個 
２ 

 

● アンケートをもと
にして学級の実態を
見つめ，本時の学習
に興味・関心・意欲
をもたせる。 

 
 
 

展 
 
 
 
開 

焦
点
化 
 
 
 
 
価
値
の
追
究 
 
 
 
自
覚
化 

３  資料の内容を理
解する。 

 
４  一次判断をす
る。 

 
５  グループで出た
意見を全体で共有
する。 

 
６  二次判断をす
る。 

 
 
７  ごみ問題が起こ
る理由について考
える。 

 

○ 補助発問で考えたこ
とを基にして，一次判
断をしましょう。 

〇 一次判断をしましょ
う。 

 
○ 中心発問について，
グループで交流してみ
ましょう。 

 
〇グループ発表を踏まえ
て二次判断をしましょ
う。 

 
○ みんなが過ごしやす
い環境・社会にするに
は，どのようなことが
大切でしょうか。 

一斉 
３ 

 
個 
５ 

 

グループ 
20 

 
 
 
 
 
 
個 
５ 

 

● 教師が資料「あっ
たほうがいい？」を
読む。 

● 主発問に入る前に
補助発問で内容を確
認させ，意見の偏り
が出ないようバラン
スを取る。 

 
 
● 判断や根拠の理由
が変わった生徒の意
見を発表させる。 

●  まとめに入る前
に，生徒の視野を広
げ，考えを深めさせ
る。 

終 
 
 
末 
 

 
 
意
欲
化 

８  まとめを記入
し，発表する。 

９  リフレクション
シ ー ト を 記 入 す
る。 

○ 今日の授業のリフレ
クションを記入してく
ださい。 

一斉 
８ 

 
 
５ 

● オープンエンドで
終わらせる。 

 
● ロイロノートで回
答させる。 

 

 

皆が過ごしやすい環境・社会にするために 

は，どんな心構えが大切だろうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実践を終えて 

 ⑴ 成果 

  ア グループ交流や全体発表を通して多様な意見を聞くことが，生徒の多面的，多角的な

思考につながり，自分の意見を根拠をもって深めることができた。 

  イ 生徒の第一次判断，第二次判断や資料を提示する際にＩＣＴ機器を活用することで，

生徒が活動の流れや内容を十分に理解した上で，話合いに臨むことができた。 

 ⑵ 課題 

  ア 生徒がゴミに関する深刻な社会的問題についてより深く理解し，これからの自分の生

き方や考え方を見つめられるようにするために，大崎町のゴミリサイクルの取組と関連

付けるとともに，他の教科等や学校行事とも連携させながら，今後も考え続けさせてい

きたい。 

  イ グループによって話合いの活発さに差が見られたため，どのグループでも活発な話合

いとなるように，発問や手立ての工夫をしていきたい。 

 

「
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
？
」 

    

【
補
助
発
問
】 

Ｑ
１ 

智
子
は
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
か
。 

Ｑ
２ 

ガ
ム
を
踏
ん
だ
原
因
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
か
。 

Ｑ
３ 

ゴ
ミ
箱
が
あ
る
と
ど
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ
る
か
。 

 

○ 

公
共
の
場
所
に
、
ゴ
ミ
箱
を
設
置
し
た
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う

か
。
設
置
し
な
い
ほ
う
が
い
い
で
し
ょ
う
か
。 

第
一
次
判
断 

【
設
置
し
た
ほ
う
が
い
い
】 

 
 

【
設
置
し
な
い
ほ
う
が
い
い
】 

・ 

民
家
の
被
害
が
減
る 

 
 
 
 
 

・ 

片
付
け
る
人
が
困
る 

・ 

道
に
落
ち
て
い
な
い
ほ
う
が
い
い 

・ 

習
慣
を
身
に
付
け
る
の
が
先 

・ 

あ
ふ
れ
て
も
集
め
や
す
い 

 
 
 

・ 

外
国
の
観
光
客
に
は
分
別
は
困
難 

第
二
次
判
断 

 

Ｑ
４ 

誰
も
が
街
を
き
れ
い
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、

ゴ
ミ
問
題
が
起
き
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。 

・ 

他
の
人
が
し
て
く
れ
る 

・ 

自
分
く
ら
い
と
い
う
気
持
ち 

 

○ 

み
ん
な
が
過
ご
し
や
す
い
環
境
・
社
会
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
心

構
え
が
大
切
で
し
ょ
う
か
。 

・ 

一
人
一
人
が
意
識
す
る 

 

・ 

外
国
の
人
に
も
分
か
る
よ
う
す
る 

・ 

ま
ず
は
自
分
が
変
わ
る 

 

・ 

当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に 

・ 

「
自
分
だ
け
」
で
は
な
く
「
み
ん
な
で
」
「
協
力
し
て
」
が
大
事 

み
ん
な
が
過
ご
し
や
す
い
環
境
・
社
会
に
す
る
た
め
に
は
、

ど
ん
な
心
構
え
が
大
切
で
し
ょ
う
か
。 

  

アンケートの結果を目標

につなげて意欲を高めた。 

グループ交流，全体発表を踏まえて二次判断を

し，考えの変容があった生徒の意見を聞く。 

話合いの中で出てきた「なるほど納得意見」

を書き，自分の意見の再構築を図る。 

 

個人のまとめの発表。ゴミ問題から発

展して，公共の精神の大切さに気付く生

徒の姿が見られた。 


